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「
心
を
一
つ
に
、
み
ん
な
か
が
や
く 

ま
ほ
ろ

ば
大
和
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
、
第
54
回

大
和
村
民
体
育
大
会
が
10
月
8
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
悪
天
候
に
よ
り

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
2
年
ぶ
り

の
開
催
で
す
。
大
会
は
大
和
村
11
集
落
を
７

つ
に
編
成
し
た
チ
ー
ム
で
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
多
く
の
村
民
が
参
加
し
、
全
28
競
技
を

争
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
恒
例
の

ジ
ャ
ン
ケ
ン
村
一
番
で
は
、
奄
美
―
鹿
児
島

往
復
航
空
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
や
オ
ー
ブ
ン
レ
ン

ジ
な
ど
の
豪
華
賞
品
を
賭
け
た
白
熱
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
勝
負
が
展
開
。
会
場
は
終
日
興
奮
と

笑
い
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
、
大
棚
集
落
が
9
年
連
続
で

優
勝
の
座
を
手
に
し
ま
し
た
。
女
子
の
部
で

は
お
が
み
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
、
社
会
体
育
優
良
団
体
賞

を
受
賞
し
た
2
団
体
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績

を
称
え
ま
し
た
。
受
賞
団
体
と
受
賞
理
由
は

以
下
の
通
り
で
す
。

大
和
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　

平
成
29
年
度
大
島
地
区
大
会
優
勝
。
平
成

20
年
度
の
大
島
地
区
大
会
優
勝
を
皮
切
り
に

数
々
の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
会
主
催
に
よ
る
大
会
の
継
続
実
施

な
ど
村
民
の
健
康
増
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
右
）

大
和
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
「
水
の
犠
牲
者
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
」、

「
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
永
年

取
り
組
み
を
続
け
、
島
内
外
の
大
会
へ
参
加

し
て
い
ま
す
。
今
年
2
月
に
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
水
泳
連
盟
よ
り
優
秀
団
体
表
彰
を

受
け
て
い
ま
す
。（
写
真
左
）

「心を一つに、 みんなかがやく　まほろば大和」

第 54回大和村民体育大会 開催
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種目 １位 ２位 ３位 種目 １位 ２位 ３位

小学１年女子 100m 川畑 美月 ボール蹴り 大　棚 おがみ 宮古崎

小学２年女子 100m 福山 鈴音 小川 百合子 宝つり みねやま 今　里 名・宮・大

小学３年女子 100m 重田 好華 新走回転 大　棚 名　音 みねやま

小学４年女子 100m 直島 麗涼 大野 日菜子 福本 栞南 俵運搬リレ－ 大　棚 大和浜 おがみ

小学５年女子 100m 宮島 瑠璃 中島 心嘉 井上 奈津美 女子ファミリー縄跳び 大　棚 おがみ 大和浜

小学６年女子 100m 林 琉音 中島 心那 松田 茉滉 男子ファミリー縄跳び 大　棚 今　里 みねやま

小学１年男子 100m 福本 旺太郎 森岡 琉皐 髙藤 陽星 女子年代別リレー おがみ 大　棚 みねやま

小学２年男子 100m 山下 慧人 小浜 煌雅 川下 粋 男子年代別リレー 大　棚 大和浜 おがみ

小学３年男子 100m 愛島 千輝 杉島 大翔 女子輪入れ 名　音 宮古崎 大・お

小学４年男子 100m 林 琉葵刀 徳 冠汰 永田 颯太 男子輪入れ 大和浜・みねやま 今　里

小学５年男子 100m 福本 剛史 登喜 健大 元山 漣 タイヤ回し 大　棚 おがみ 大和浜

小学６年男子 100m 奥田 寛太 出見 優斗 重田 俊輔 女子百発百中 おがみ 大和浜 名　音

中学１年女子 100m 賀川 美紀 福本 藍果 川畑 光智慧 男子百発百中 今　里・大　棚 大和浜

中学２年女子 100m 江﨑 仁美 稲元 音色 勝山 海音 綱引き 大　棚 今　里 おがみ

中学３年女子 100m 中島 心優 重田 優衣 重信 優香 メディシンリレー 大和浜 宮古崎 おがみ

中学１年男子 100m 政村 李玖 奥平 光 小原 一敬 ムカデ競争 大　棚 大和浜 名　音

中学２年男子 100m 大石 康平 林 二刀流 細川 嶺 玉入れ 大　棚 今　里 おがみ

中学３年男子 100m 森岡 敬司 山下 竜輝 直崎 広生 女子ゲートボール 大　棚 みねやま お・宮

中学女子 200m 賀川 美紀 中島 心優 勝 えりい 男子ゲートボール 大　棚 今　里 大和・みね

中学男子 200m 林 二刀流 森岡 敬司 大石 康平 男女２人３脚 大　棚 大和浜 名　音

高校女子 100m 重野 七海 森岡 めい 林 美嶺 ビン倒し 大和浜 宮古崎 今　里

高校男子 100m 賀川 航太 勝 純一 登 海人 女子水入れ おがみ 大和浜 今　里

高校男子 200m 赤井 将輝 仁規 汰一 中田 匠 男子水入れ 宮古崎 大　棚 おがみ

一般女子 100m 元野 彩 中 あかり 登 美砂希 小学 400m リレー 名　音 おがみ 大　棚

一般男子 100m 市田 晋太朗 藤村 倖生 納 孝行 中学 600m リレー 大和浜 大　棚 宮古崎

一般男子 200m 福島 秀太 村田 礼央 喜島 力也 高校 600m リレー みねやま 宮古崎 名　音

30 代以上女子 100m 南　　聖子 市田 仲子 元田 陽子 一般女子 400m リレー 大和浜 おがみ 今　里

40 代男子 100m 福山 貴章 森田　裕三 中濱 三四郎 一般男子 800m リレー おがみ 大　棚 大和浜

50 代男子 100m 内山　英寿 大山 綱治 久永 公人

60 代男子 60m 武原 正人 永井 喜平 江崎 義廣 新記録

一般 1,500m 登 海人 白石 風歌 田中 匠 小学 1 年男子 100m 福本 旺太郎 18''34

玉入れの " ナリ " ができるまで

22 年ぶりの新記録！

おめでとうございます！

　

小
学
校
1
年
生
の
1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
で
、
22
年
ぶ
り
に
新

記
録
が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
記
録
保
持
者
と
な
っ
た
の
は
、

大
和
小
学
校
の
福
本
旺お
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
。
新
記
録
と
聞
い
て
跳
ね
上
が

っ
て
喜
び
、
出
張
中
で
勇
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
お
父

さ
ん
に
、
早
速
電
話
で
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

ソ
テ
ツ
の
雄
花
を

刈
り
取
り
ま
す
。

花
弁
を
削
っ
て
、

雌
花
に
乗
せ
て

待
つ
こ
と
3
ヶ
月
半
。

朱
色
の
ナ
リ
が

で
き
ま
し
た
。

　

通
常
は
お
手
玉
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
玉
を
使
用
す

る
玉
入
れ
で
す
が
、こ
こ
奄
美
で
は
ソ
テ
ツ
の
実
「
ナ

リ
」
を
使
い
ま
す
。
こ
れ
は
ソ
テ
ツ
が
身
近
に
あ
る

奄
美
な
ら
で
は
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ナ
リ
は
固

い
う
え
に
、
と
が
っ
て
い
る
た
め
、
か
ご
を
支
え
る

係
は
写
真
の
よ
う
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
、
し

っ
か
り
頭
を
ガ
ー
ド
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
参

加
者
も
、
か
ご
に
入
ら
な
か
っ
た
ナ
リ
が
降
り
注
ぐ

た
め
痛
い
し
、
し
ゃ
が
ん
で
は
伸
び
る
を
繰
り
返
す

た
め
膝
に
く
る
、
と
評
判
の
意
外
と
ハ
ー
ド
な
競
技

で
す
。
二
手
に
分
か
れ
て
、
一
方
が
ナ
リ
を
集
め
て

い
る
間
に
他
方
が
投
げ
る
、
な
ど
戦
法
も
重
要
で
す
。

　

玉
入
れ
に
必
要
な
数
を
確
保
す
る
た
め
に
、
教
育

委
員
会
で
毎
年
ソ
テ
ツ
の
受
粉
を
行
い
ナ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
収
穫
後
は
、
一
粒
一
粒
を
磨
き
、
き
れ

い
に
し
て
競
技
に
使
っ
て
い
ま
す
。
奄
美
で
は
飢
饉

か
ら
人
々
を
救
っ
た
大
切
な
ナ
リ
で
す
。
受
粉
方
法

も
受
け
継
い
で
行
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

大棚

大和浜 おがみ

男女総合

おがみ

大棚 大和浜

女子総合

ご
当
地
競
技
「
玉
入
れ
」
が
ア
ツ
い
！？
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飼
い
猫
条
例
が
変
わ
り
ま
す
。

飼い主の義務について（平成 29年 4月 1日から適用）

新設項目（平成 29年 10月 1日から適用）

罰則規定（平成 30年 1月 1日から適用）

飼
っ
て
い
な
い
人
も
読
ん
で
ね
。

◆飼い猫が飼い主以外の者に迷惑を及ぼすことのないようにしなければならない。

◆ 飼い猫が野生生物に害の与えることのないようにしなければならない。

◆ マイクロチップを装着し、その個体識別番号の届出を行わなければならない。

◆ 地域の生活環境の向上と飼い猫の適正な飼養及び管理をしなければならない。

◆飼い猫を室内で飼養及び管理し、屋外で放し飼いしないよう努めなければならない。

◆ やむを得ず飼い猫を屋外で放し飼いする場合は、避妊・去勢手術をしなければならない。

新設項目（平成 29年 4月 1日から適用）

◆飼い主は、飼い猫を５匹以上飼ってはならない。ただし許可を得た場合はのぞく。

◆大和村内では、飼い猫以外のねこに対し、みだりに餌や水を与えてはならない。

大和村民、観光客など全ての人が対象となります。

　以下の規定に反する者に対し、村は指導・勧告・命令をすることができます。

命じられた措置を行わなかった場合には 5 万円以下の過料が科されます。調

査の拒否や質問に回答せず、もしくは虚偽の回答をした場合は 2 万円以下の

過料が科せられます。平成 30 年１月 1 日から適用されます。

STOP! 野生化

飼い猫の野生化及び放し飼いによる野生生物への被害を防止し、地域
の生活環境の向上を図ることなどを目的とし、飼い猫の適正な飼養及
び管理に関する事項を定めた条例。　

大和村飼い猫の適正な飼養及び管理に関する条例（飼い猫条例）

   

違
反
行
為

   

指
導
・
勧
告

 

　
命
令

　 

過
料

問合せ先
大和村役場　住民税務課
電話 0997-57-2127（直通）

役場に飼い猫登録申請をしなくてはなり
ません。　　　　　　　　（第 5 条第 1 項）

野生生物に危害を与えないようにしなけ
ればなりません。　　　（第 4 条第 3 項）

飼い猫には適正に餌や水を与えなければ
なりません。　　　　　　（第 9 条第 1 号）

外で放し飼いにする場合は、避妊・去勢
手術をしなければなりません。

（第 4 条第 5 項）

飼い猫の病気を予防し健康を守らなけれ
ばなりません。　　　　　（第 9 条第 2 号）

糞尿の処理をせず、悪臭や害虫を発生さ
せてはいけません。　　　（第 9 条第 3 号）

飼い猫にマイクロチップを装着しなけれ
ばなりません。　　　　（第 5 条第 4 項）

飼い猫以外のねこに、みだりに餌や水を
与えてはいけません。　　　　（第 10 条）

譲渡や死亡など登録内容に変更があった
場合には届け出なければなりません。
　　　　　　　　　　　　　　（第 8 条）

許可なくねこを 5 匹以上飼ってはいけま
せん。　　　　　　　　（第 13 条第 1 項）

下の項目に違反すると
　　　　　　5万円以下、

調査拒否等は2万円以下の
　　　　過料（罰金）だよ。

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

ねこと人、野生生物の共生のために
　　ご協力をお願いします
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シマの 題話 シマの 題話

　

11
月
12
日
に
、
大
和
村
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
午
前
8
時
40
分
に
奄
美
大
島
近
海
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.4
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
、
奄
美
群
島
・
ト
カ
ラ
列
島
に
大
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
住
民
の
高
台
へ

の
避
難
訓
練
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
の
避
難
誘
導

訓
練
等
を
行
な
い
、
5
6
0
名
が
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
奄
美
海
上
保
安
部
と
消
防
団

と
の
合
同
で
、
海
へ
の
転
落
者
の
救
助
訓
練
も
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

避
難
経
路
の
確
認
や
、
防
災
行
政
無
線
の
電
池
交

換
、
持
ち
出
し
袋
の
準
備
な
ど
、
各
家
庭
で
災
害

へ
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

津波想定し避難訓練

　

11
月
26
日
、
第
3
回
大
和
村
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
荒
天

に
見
舞
わ
れ
中
止
と
な
り
、
2
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
村
体
育
館
前
を
出
発
し
、
大

和
ダ
ム
周
辺
を
走
る
２
㎞
、
4
㎞
、
10
㎞
の
3
つ
の
コ
ー
ス
に
、
4
歳
か
ら
70
歳
ま

で
の
総
勢
83
名
の
方
が
参
加
し
、
遠
く
は
鹿
児
島
市
か
ら
の
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
雨
が
降
り
続
く
天
気
で
し
た
が
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
を
完
走
し
、
完
走
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
10
㎞
の
部
を
見
事
1
位
で
ゴ
ー
ル

し
た
宮
本
聖
平
さ
ん
（
44
歳
・
津
名
久
・
写
真
下
）
は
、
1
ヶ
月
前
か
ら
大
会
と
同

じ
コ
ー
ス
を
走
り
込
ん
だ
そ
う
で
、
余
裕
の
ゴ
ー
ル
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
抽
選
会
で
は
、
話
題
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
器
具
や
鹿
児
島
往

復
航
空
券
な
ど
豪
華
な
景
品
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
航
空
券
が
あ
た
っ
た
賀
川
航
太
さ
ん
（
18
歳
・
大
金
久
）
は
、「
ま
さ
か
1

等
が
あ
た
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
う
れ
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
の
な
か
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2 年ぶり　ジョギング大会開催

　

い
い
夫
婦
の
日
と
し
て
知
ら
れ
る
11
月
22
日

に
、
大
和
村
合
同
金
婚
式
が
大
和
村
防
災
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
42
年
に
結
婚
し

50
年
を
迎
え
た
村
内
の
ご
夫
婦
8
組
の
う
ち
、
3

組
の
ご
夫
婦
が
出
席
。
祝
い
唄
や
祝
舞
、
余
興
な

ど
が
行
わ
れ
賑
や
か
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。

　

伊
集
院
村
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
手
を
取
り
合

い
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
和

村
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
方
に
、
今
後
も
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

写
真
右
か
ら
仁
添 

隆
徳
さ
ん
、
さ
よ
子
さ
ん

ご
夫
妻
、
永
田 

世
史
さ
ん
、
千
鶴
代
さ
ん
ご
夫
妻
、

前
田 

英
一
さ
ん
、
コ
ト
エ
さ
ん
ご
夫
妻
。　
　

夫婦で共に 50年の喜び

　

来
年
の
1
月
7
日
（
日
）
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
る
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」

の
撮
影
が
村
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
人
公
の
西
郷
隆
盛
の
幼
少
期
か
ら
成
長
し
革

命
家
と
な
る
ま
で
の
一
生
を
描
き
、
奄
美
大
島
時
代
の
愛
か
な
さ
ん
と
の
生
活
も
深

く
描
か
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
日
は
、
主
人
公
の
西
郷
隆
盛
を
演
じ
る
俳
優
の
鈴
木

亮
平
さ
ん
が
来
島
し
、
島
内
各
地
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
村
に
は
西
郷
さ
ん
が
訪
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
西
郷
さ
ん

の
幼
い
頃
か
ら
の
友
人
で
あ
る
桂
久
武
が
薩
摩
藩
の
守
衛
方
と
し
て
大
和
浜
に
滞
留

し
て
い
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。「
桂
久
武
日
記
」
の
記
録
か
ら
、
猪
狩
り
を
し
た
り

湯
湾
岳
に
登
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
足
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
桂
久
武

は
、「
西
郷
ど
ん
」
に
も
登
場
予
定
で
、
井
戸
田
潤
さ
ん
が
演
じ
ま
す
。「
西
郷
ど
ん
」

を
機
に
奄
美
の
美
し
い
風
景
が
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
側

面
に
も
注
目
が
高
ま
り
そ
う
で
す
ね
。
放
送
が
楽
し
み
で
す
。

大河ドラマ「西
せ ご
郷どん」の撮影が行われました！！

　
「
大
和
」
を
冠
す
る
市
町
村
と
し
て
交
流
の
あ

る
神
奈
川
県
の
大
和
市
で
「
全
国
ふ
る
さ
と
祭
り

う
ま
い
も
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
和
村

も
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
村
長
が
地
元
ラ
ジ
オ
局

「
Ｆ
Ｍ
や
ま
と
」
に
出
演
し
た
の
ち
、
販
売
ブ
ー

ス
で
大
和
村
の
特
産
品
を
P
R
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
F
M
や
ま
と
」
に
て
、ラ
ジ
オ
番
組
「
大

和
村
の
教
え
て
シ
マ
ッ
チ
ュ
！
」
を
5
月
か
ら
毎

月
放
送
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
、
シ
マ
の
話
題
や

村
の
移
住
や
福
祉
な
ど
幅
広
い
情
報
を
大
和
市
に

向
け
て
配
信
し
て
い
ま
す
。
放
送
は
、
毎
月
最
終

土
曜
日
午
前
11
時
20
分
か
ら
10
分
間
、
再
放
送
は

翌
週
水
曜
日
の
午
前
7
時
15
分
か
ら
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大和村から大和市へ、魅力発信！
　

10
月
25
日
、
世
界
自
然
遺
産 

奄
美
ト
レ
イ
ル

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
国
直
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
奄
美
ト
レ
イ
ル
と
は
、
鹿
児
島
県
が
進

め
る
事
業
で
、
奄
美
な
ら
で
は
の
自
然
や
文
化
に

ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
楽
し
め
る
長
距
離

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
か
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
来
年
度
に
コ
ー
ス
の
選
定
を
行
い
、
再
来
年

度
に
は
開
通
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
群

島
全
市
町
村
で
も
コ
ー
ス
作
り
が
行
わ
れ
、
奄
美

群
島
の
自
然
や
風
景
を
歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
じ
っ
く

り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

歩いて楽しむコースづくり始まる

大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」
2 ０１８年１月７日（日）スタート　
ＮＨＫ総合よる８時～ほか

宮古崎での撮影の様子
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1 年分のエサ量

　主な業務の 1 つ目は、「ひらとみ人材センター」の立ち上げです。村内
の仕事を掘り起こし、村内のメンバーで仕事を回し、働く喜びが感じられ
る仕組み作りに取り組んでいます。現在、登録会員は 13 名、草刈りから
スタートし様々な業務を取り込めるように力を注いでいます。「人材」と「仕
事」を募集していますのでお気軽にご連絡ください。
　2 つ目は、たんかんオーナー制度です。全国に大和村のサポーターを増
やせればと思っています。多くの方の力が必要ですので、ご協力をよろし
くお願いいたします。（合同会社ひらとみ：0997-57-2600　担当：福永）

　昨年から受講していたエコツアーガイド初期段階育成研修の一環で、9
月 2 日にガイドとして思勝・津名久・大和浜を 90 分で巡るエコツアー
を催行しました。ガイドは私を含め村内外の 8 人、参加者は 10 名。思
勝から津名久港、大和橋、和

に ぎ け

家、群倉などを、クイズを交えつつ説明し
ていきました。ツアー代は旅行傷害保険も含む 1500 円で、途中にミキ
や黒糖、すももジュースを提供しました。自分でガイドをしてみた感想
は「疲れたけど楽しかった」です。島外から来た人は、奄美独特の文化と、
集落ののんびりした雰囲気を楽しんでくれました。

　さて 11 月 6 日に、NPO 法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会代表理事の東川隆太郎さんが
来村され、集落歩きについての講演をされました。その中で、大和村はまだまだ宝や物語が眠っていること、
それを活用し、人に見られることで地域が活性化されることなどお話されました。
　旅行先で地元の方とのふれあいは、とても良い思い出になります。「すごいもの」がなくても、「ちょっと
した集落自慢」でいいのです。自分たちの住んでいる場所の良さは、みなさんご存知ですよね？ そこでもっ
と交流人口を増やしたいと思う集落は、集落の名所が書かれた地図や看板を作り、まずは「ようこそ」とい
う気持ちを表してみてはいかがでしょう。興味がある方はご協力しますので、ぜひご相談くださいね。

集
シ マ

落歩きツアーをしてみました

ひらとみ（開饒）とは…「ゆたかさを切り拓く」の意味

社名は、サトウキビ栽培の祖「直川智」を祀る開饒神社から命名

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami
第 9回

Vol. 15

　　今回は女性の病気、子宮脱についてお話しします。
　子宮脱は、子宮が正常の位置より下方へ偏位した状態をいいま
す。お産や加齢、手術により骨盤底臓器の支持機構が弱くなり起
こります。初めは子宮が下がっている感じ、下腹部の不快感など
の症状があり、排便・排尿もしくは入浴時に陰部に下がってきた
子宮を触れてきづくことが多いです。排尿回数が増える、尿が漏
れる、尿が出ないなどの症状がある方もおられます。治療は保存
的治療と手術療法があります。手術と聞くと恐いですがお腹を切
らずに治す方法もあります。
　相談しにくいため我慢している方もおられ
るようです。婦人科に紹介しますので、ひと
りで悩まずに診療所にご相談ください。

文／小川 信

P. 6-7 に掲載のとおり来年 1 月 1 日から飼い猫の適正な飼養について罰則付
きの条例が施行されます。なぜ猫の適正飼養が厳しく求められているのか
一緒に考えてみましょう。

猫の飼い方について罰則化。なぜ？？

ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん

第 4回

子宮脱について

第 3回は、地域おこし協力隊　

福永利信が合同会社ひらとみの

日々の業務をお伝えします！

　左の図をご覧ください。1 頭のノネコ
※

が 1 年間に食べる餌
の量です。ノネコ 1 頭が 1 日に食べる餌の平均量は約 380g。
この量はアマミノクロウサギ 1 頭分、トゲネズミだと 3 頭分
に相当します。ノネコ 1 頭が山の中で 1 年間生きていくため
にアマミノクロウサギだけを食べた場合 365 匹、トゲネズミ
だけだと 1095 匹も食べる計算になります！
　本来、奄美大島には、猫のような肉食獣がおらず、アマミ
ノクロウサギをはじめとした在来の哺乳類は逃げるすべを知
らないため簡単に捕まってしまいます。ノネコは在来の生き
物にとって大きな脅威となっています。また、ノネコにとっ
ても、山で生きるには常に死と隣り合わせで、幸せとは言え
ません。
　ノネコ問題は、私たち一人一人が猫を正しく飼い、ノネコ
を生み出さなければ起こらない問題です。猫も野生の生き物
も幸せに暮らせる島を私たちで実現しましょう。
                                   ※

ノネコ…主に山で暮らしていて人からエサをもらっていない猫。

ノネコ 1頭が 1年間に食べる量をアマミノ
クロウサギに換算した図

こんな
にたく

さん！

参考文献："Feral cat diet and predation on endagered endemic 
mammals on a biodiversity hot spot (Amami-Ohshima Island, Japan)"  
Kazumi Shionozaki, Fumio Yamada, Takuya Ishikawa, and Shozo Shibata

https://www.facebook.com/yunkyaburibar

　プライベートでは、多くの方々にお手伝いを頂きながら今里で「ゆんきゃ
ぶり場」を作っています。やっと看板が完成！ 集落の方々だけでなく、
サイクリングの方、釣り客、観光客も立ち寄ってくださり、「完成する日
が楽しみ」との声に励まされながら早半年。一つひとつ積み上げながら、
より多くの方々を繋げられるよう知恵を絞り、色んなサークルを立上げて
共に汗を流せるメンバーを募っています。Facebook ページもご覧ください。

空地草刈り実例

ツアーで配布した集落マップ。なんと、
産業振興課 後藤さんの手描き！

コミュニティーハウス「ゆんきゃぶり場」

文献：日本産婦人科学会誌、61 巻 1 号、p27-46、2009 年
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大
和
村
人
権
擁
護
委
員
の
異
動
の
お
知
ら
せ

　

大
和
村
人
権
擁
護
委
員
に
以
下
の
と
お
り
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。

退
任　

坂
元
龍
馬 

氏
（
戸
円
）

新
任　

森
千
賀
子 

氏
（
大
和
浜
）

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
4
0
0
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

大
島
税
務
署

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
２
）
4
３
２
１

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
に
お
い
て
、
行
政

手
続
き
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
場
合

所
得
税
申
告
書
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
へ
提
出
す
る

都
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。
※e-Tax

で
送
信
す
れ
ば
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
提
出
が
不
要
で
す
。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
2　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険

の
被
保
険
者
証
な
ど

□
法
人
番
号
の
場
合

　

法
人
税
申
告
書
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
へ
提
出
す

る
都
度
、
法
人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。
※
本
人
確

認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　

国
税
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
情
報
や
法
人

番
号
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
高
速
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

奨
学
資
金
・
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　

本
村
に
お
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
高
等
学
校

及
び
大
学
等
へ
の
進
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
学
資
を
貸

与
し
て
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
奨
学
資
金
の
貸

し
付
け
及
び
入
学
準
備
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
奨
学
生
の
資
格
】

　

本
村
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
者
の
子

ど
も
等
で
、
品
行
方
正
、
学
力
優
秀
で
学
資
の
支
弁
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

【
奨
学
資
金
貸
付
金
額
】

　

高
等
学
校
奨
学
生　
　
　
　
　
　
　

月
額
1
万
円

　

高
等
専
門
学
校
奨
学
生　
　
　
　
　

月
額
1
万
5
千
円

　

短
期
大
学
及
び
専
門
学
校
奨
学
生　

月
額
2
万
円

　

大
学
奨
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
額
3
万
円

【
入
学
準
備
金
】

　

短
期
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む　
　

50
万
円
ま
で

　

大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円
ま
で

※
た
だ
し
、
入
学
前
に
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
金
額

の
範
囲
内
と
す
る
。

【
入
学
前
の
資
金
交
付
】

　

入
学
前
に
入
学
金
又
は
授
業
料
等
の
納
入
が
必
要
で

あ
る
場
合
に
は
、
入
学
月
前
２
か
月
以
内
に
交
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
書
類
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め
る

書
類
に
加
え
合
格
通
知
書
等
合
格
を
証
す
る
書
類
を
提

出
。
入
学
後
に
在
学
証
明
を
改
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

【
貸
付
の
期
間
】

　

貸
付
を
決
定
し
た
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
者
が
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間
の
終
了
す
る
月
ま
で
の

期
間

【
資
金
の
返
還
】

　

卒
業
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
後
か
ら
、
下
記
の

期
間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
で
返
還
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

○
奨
学
金

　

高
等
学
校　
　
　
　

６
年

　

高
等
専
門
学
校　
　

８
年

　

短
期
大
学　
　
　
　

６
年

　

大
学　
　
　
　
　
　

８
年

○
入
学
準
備
金

　

入
学
準
備
金　
　
　

５
年

□
問
合
せ
先

　

大
和
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

電
話 

0
9
9
7
（
5
7
）
2
1
5
4

　

2
月
15
日
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
よ
る
「
高
速
光

通
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
ご
家
庭
や
職
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

快
適
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
便
性
や
料
金
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
次
の
ど
ち
ら
か
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

1
月
20
日
（
土
）
17
時
か
ら

　

1
月
21
日
（
日
）
10
時
か
ら

□
場
所　

大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階

□
内
容　

光
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て

　
　
　
　

光
サ
ー
ビ
ス
相
談
会
（
個
別
相
談
）

□
対
象　

国
直
集
落 

～ 

大
金
久
集
落
の
方

□
業
者
の
皆
様
へ

　

説
明
会
以
前
の
勧
誘
等
の
営
業
行
為
は
絶
対
に
行
な

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

役
場
総
務
企
画
課

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
2
1
1
1
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

重 

佐
枝
子 

様
（
78 

歳
・
戸
円
）

濱
﨑 

範
麿 

様
（
90
歳
・
大
和
浜
）

里 

清
彦 

様
（
90
歳
・
大
棚
）

隈
元 

ト
シ
エ 

様
（
93
歳
・
戸
円
）

平
田 

安
雄 

様
（
78
歳
・
大
棚
）

川
畑 

ノ
リ
子 

様
（
83
歳
・
名
音
）

森
田 

修
正 

様
（
80
歳
・
大
棚
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

馬
屋
原 

悦
子 

様
（
故 

馬
屋
原
一
様
）

佐
藤 

京
子 

様
（
故 

濱
﨑 

範
麿
様
）

里 

祐
司 

様
（
故 

里
清
彦
様
）

川
畑 

良
市 

様
（
故 

川
畑
ノ
リ
子
様
）

中
田 

克
子 

様
（
故 

中
田
正
夫
様
）

元 

ウ
メ
子 

様
（
故 

元
好
美
様
）

表 紙 写 真 の 紹 介
所変われば品変わるという
ように、同じ玉入れ競技で
も、奄美ならではのアレン
ジがきいていて面白い「ナ
リ入れ（玉入れ）競技」の
写真です。熊本出身の広報
担当にとっては、住民参加
の運動会があること自体も
驚きでした。

こせきの窓

人 口　1,518 人（ △ 35）
男　　　741 人（△ 13）
女　　　777 人（△ 22）
世帯　   865 世帯 （+13）

10 月 31 日現在
（前年同月比）

「広報やまと」をスマホに配信！

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

森　

時と
き

さ
ん

父 

信
之
助
さ
ん　

母 

明
日
華
さ
ん　

（
国
直
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

羽
生
　
昭
宏 

様
（
千
葉
県
）

坂
本
　
進 

様
（
千
葉
県
）

宮
田
　
勇 

様
（
千
葉
県
）

藏
滿
　
結
花 

様
（
鹿
児
島
市
）

東
　
秀
広 

様
（
大
阪
市
）

岩
淵
　
輝
美 

様
（
東
京
都
）

黒
川
　
賢
治 

様
（
横
浜
市
）

眞
鍋
　
拓 

様
（
横
浜
市
）

広
報
誌
送
付
謝
礼

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

林 

ヒ
ロ
子 

様
（
鹿
児
島
市
）

武
田 

将
之 

様
（
鹿
児
島
市
）

晨
原 

弘
久 

様
（
龍
郷
町
）

保
護
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
　

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。
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日
本
人
は
農
耕
民
族
と
言
わ
れ
る
が
、

果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
元
々
、
人

類
は
、
獲
物
を
求
め
て
移
動
す
る
狩
猟

生
活
か
ら
始
ま
り
、
農
耕
を
始
め
た
こ

と
で
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
だ
。

だ
か
ら
、
日
本
人
も
狩
猟
民
族
の
血
が

脈
々
と
流
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

温
厚
な
こ
の
私
も
、
実
は
狩
猟
が
大

好
き
で
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
イ

ノ
シ
シ
猟
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
山
に
入
り
罠
を
見

回
る
時
の
胸
の
高
ま
り
は
、
ま
さ
に
狩
猟
民
族
だ
と
実
感
す
る
。
ま
れ

に
イ
ノ
シ
シ
が
か
か
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
そ
の
瞬
間
に
血
が
騒
ぎ
一

心
不
乱
に
仕
留
め
て
い
た
。
そ
の
時
は
「
か
わ
い
そ
う
」
と
か
「
残
酷
」

と
か
い
う
言
葉
は
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
の
だ
。

　

実
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
狩
猟
民
族
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
た
。
前
回
の
「
ギ
ッ
タ
マ
タ
」
同
様
、「
ハ
ッ
ケ
ヤ
マ
」
で
も
遊

ん
だ
も
の
だ
。
狩
猟
で
い
う
、
銃
に
あ
た
る
の
が
「
ギ
ッ
タ
マ
タ
」
で
、

罠
に
あ
た
る
の
が
「
ハ
ッ
ケ
ヤ
マ
」
だ
。「
ハ
ッ
ケ
ヤ
マ
」
は
、
原
理
は

イ
ノ
シ
シ
を
捕
ら
え
る
「
く
く
り
罠
」
と
同
じ
だ
が
子
ど
も
の
遊
び
な

の
で
も
っ
ぱ
ら
野
鳥
を
狙
っ
て
い
た
。
野
鳥
の
会
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

申
し
訳
な
い
が
、
ま
あ
、
こ
れ
も
時
効
で
あ
る
の
で
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　

さ
て
、「
ハ
ッ
ケ
」
が
「
弾
く
」、「
ヤ
マ
」
が
「
罠
」
で
あ
る
。
よ
く

し
な
る
竹
を
切
り
そ
の
先
端
に
強
い
糸
を
結
ぶ
。
糸
の
も
う
一
方
に
は

輪
っ
か
を
つ
け
て
お
く
。
竹
を
地
面
に
差
し
込
み
固
定
し
て
曲
げ
、
そ

の
竹
の
先
端
付
近
の
地
面
に
獲
物
を
お
び
き
寄
せ
る
た
め
の
エ
サ
を
置

く
。
エ
サ
の
上
に
は
数
本
の
細
い
棒
を
置
き
、
そ
こ
に
輪
を
広
げ
る
。

獲
物
が
エ
サ
に
お
び
き
寄
せ
ら
れ
、
エ
サ
を
食
べ
る
た
め
に
そ
の
細
い

棒
に
乗
る
と
、
そ
の
重
み
で
曲
げ
て
い
た
竹
が
弾
き
、
獲
物
の
足
を
く

く
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
鳥
も
な
か
な
か
賢
く
そ
う
た
や
す
く
は
か
か
っ
て
く
れ
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
確
立
を
高
め
る
た
め
に
糸
の
種
類
や
棒
の
材
質
、

エ
サ
の
好
み
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
始
め
る
。
ハ
ッ
ケ
ヤ
マ
の
改

良
を
す
る
少
年
と
獲
物
と
の
「
知
恵
比
べ
」
が
始
ま
る
。
こ
れ
に
勝
っ

た
者
だ
け
が
獲
物
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
ハ
ッ

ケ
ヤ
マ
」
も
「
ギ
ッ
タ
マ
タ
」
と
同
様
に
大
変
危
険
だ
と
い
う
こ
と
で

も
ち
ろ
ん
学
校
か
ら
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
な
に
せ
血
が
騒
ぐ
の
だ
か
ら
…
…
。

　

あ
れ
か
ら
数
十
年
、
山
の
中
に
入
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
は
い
な
い
。
山

に
入
ら
な
く
て
も
面
白
い
遊
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
入
る
必
要
も
な

い
の
だ
ろ
う
。
自
分
も
今
の
世
の
中
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
山
で
遊
ぶ

よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
思
う
。「
あ
の
頃
」
だ
か
ら
で
き
た
経
験

だ
。

　
「
昔
」
が
よ
か
っ
た
の
か
、「
今
」
が
よ
か
っ
た
の
か
。
私
は
、「
あ
の

頃
」
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

わ
き
ゃ
島
ユ
ム
タ
五第 回

「
ハ
ッ
ケ
ヤ
マ
」
の
思
い
出

（
津
名
久
在
住 

56
歳 

男
性
）


